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調査の目的 

平成 32（2020）年度の「第 5次草津市総合計画」計画期間終了を控え、平成 33（2021）年度から平

成 44（2032）年度までを計画期間とした「第 6次草津市総合計画」の策定に向けて、転入される方を対

象に、転入のきっかけや転入理由、市政に対する率直な御意見等をお聞かせ頂くことで、市民の“声”

を反映した総合計画を策定するため実施しました。 

 

調査の対象・方法 

調査対象：市内への転入者 671人 

調査方法：窓口でアンケートを配布し、庁内に設置した回収箱で回収。 

調査期間：平成 31年 1月 8日（火）～平成 31年 2月 28日（木） 

 

 

調査票の回収状況 

181件（回収率 27.0%）※ 有効回答のみ 

 

 

  

調査概要  
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○ 今回の調査では草津市への転入者は「20歳代」「単身」が多く、そのことから、転入したきっか

けも「仕事の都合上」が多くなっています。全体の回答の傾向は、これらの点が影響した回答結

果になっていると考えられます。 

 

○ 転入前の居住地は「滋賀県」が約 3.5割、「京都府」「大阪府」が約 1割などとなっています。 

また、滋賀県からの転入者の内訳をみると、「大津市」が約 4.5割、「栗東市」「守山市」がそれぞ

れ約 1割となっています。 

 

○ 草津市に転入したきっかけは「仕事上の都合」が約 6割と最も多くなっています。次いで、「家

庭の都合」が約 2割、「住宅の都合」が約 1割などとなっています。 

また、「子育て環境」を理由にあげる人は極わずかとなっています。 

 

○ 草津市への転入の決め手は「通勤・通学時間」が約 6割と最も多くなっています。これは、回答

者が 20歳代、単身、仕事の都合上での転勤の回答者が多いことが関係していると考えられます。

次いで、「住宅価格、家賃、広さ」「買い物等生活の利便性」「交通の利便性」が約 3割などとな

っています。 

 

○ 将来の定住意向について、「永住予定」が約 1割となっている一方、「未定」が約 5.5割と最も多

くなっています。 

 

○ 今後草津市に期待することは「住み心地の良い住環境の充実」が約 3割、「医療・福祉サービス

の充実」が約 1割などとなっています。 

 

 

 

  

調査結果概要  
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１．回答者について 

（１）年齢 

 

 

「20歳代」が 42.5%、「30歳代」が 28.2%、「40歳代」が 15.5%

などとなっています。 

 

（２）世帯 

 

 

 

「単身」が 63.5%、「夫婦のみ」が 17.1%、「親子 2世代」が

14.9%などとなっています。 

 

 

「親子 2世代」「親・子・孫 3世代」

「その他」について、18歳未満の子ど

もの有無は「はい」が 36.4%、「いいえ」

が 39.4となっています。 

 

「親子 2世代」「親・子・孫 3世代」

「その他」について、65歳以上の人の

有無は「はい」が 9.1%、「いいえ」が

45.5となっています。 

10歳代

1.7%

20歳代

42.5%

30歳代

28.2%

40歳代

15.5%

50歳代

7.2%

60歳代

2.8%

70歳代

以上

1.7%

不明・

無回答

0.6%

年齢（n=181）

単身

63.5%

夫婦のみ

17.1%

親子

2世代

14.9%

親・子・孫

3世代

0.6%

その他

2.8%

不明・

無回答

1.1%

世帯（n=181）

はい

36.4%

いいえ

39.4%

不明・

無回答

24.2%

18歳未満の子どもの有無（n=33）

はい

9.1%

いいえ

45.5%

不明・

無回答

45.5%

65歳以上の人の有無（n=33）

調査結果  
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２．転入について 
 

（１）転入先小学校区 

 

 

「老上」が 9.4%、「志津」が 8.8%、「草津」が 7.2%、

「草津第二」「玉川」がそれぞれ 6.1%などとなってい

ます。 

 

 

 

（２）転入前の居住地 

 

「滋賀県」が 34.8%と最も多く、次いで「大阪

府」「京都府」がそれぞれ 10.5%、「兵庫県」が

8.3%などとなっています。 

また、「海外」が 5.5%となっています。 

 

県内からの転入をみると、「大津市」が 46.0%

と最も多く、次いで「守山市」「栗東市」がそれ

ぞれ 12.7%などとなっています。 

 

  

志津

8.8%
志津南

2.2% 草津

7.2%

草津第二

6.1%

渋川

3.9%

矢倉

5.0%

老上

9.4%
老上西

2.2%
玉川

6.1%

南笠東

4.4%

山田

0.6%

笠縫

5.5%

笠縫東

1.7%

常盤

2.2%

わからない

27.1%

不明・

無回答

7.7%

転入先小学校区（n=181）

滋賀県

34.8%

大阪府

10.5%京都府

10.5%

兵庫県

8.3%

愛知県

4.4%

東京都

1.7%

その他

都道府県

22.7%

海外

5.5%

不明・

無回答

1.7%

転入前の居住地（n=181）

大津市

46.0%

守山市

12.7%

栗東市

12.7%

彦根市

4.8%

東近江市

4.8%

甲賀市

4.8%

湖南市

4.8%

その他

市町村

9.5%

転入前の居住地・滋賀県（n=63）
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（３）転入したきっかけ 

 

 

「仕事上の都合」が 59.1%と最も多く、次いで「家

庭の都合」が 19.9%、「住宅の都合」が 11.6%などと

なっています。 

 

（４）草津市以外の転入先の検討 

 

 

「他の市区町村も探したが、草津市に決めた」が 15.5%、

「最初から草津市に決めていたので、他は検討しなかった」

が 30.9%、「草津市に住むしかなかった」が 31.5%となって

います。 

（草津市以外に検討した自治体） 

 

 

「他の市区町村も探したが、草津市に決めた」と回答し

た方の検討した他の自治体は、大津市が 13件と最も多く、

次いで栗東市、守山市が 2件などとなっています。 

  

仕事上の

都合

59.1%

学校上の

都合

3.9%

家庭の

都合

19.9%

子育て環境

1.7%

健康上の

都合

0.6%

住宅の

都合

11.6%

その他

2.2%

不明・

無回答

1.1%

転入したきっかけ（n=181）

他の市区

町村も探し

たが、草津

市に決めた

15.5%

最初から

草津市に

決めていた

ので、他は

検討しな

かった

30.9%

草津市に

住むしかな

かった

31.5%

不明・

無回答

22.1%

草津市以外の転入先の検討（n=181）

件数
京都府 京都市 1
滋賀県 21

大津市 13
栗東市 2
守山市 2
長浜市 1
彦根市 1
県内全域 2

大阪府 高槻市 1
兵庫県 篠山市 1
京都府・滋賀県全域 1
不明・無回答 2
総計 27

検討自治体
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（５）草津市への転入の決め手 

 

 

 

「他の市区町村も探したが、草津市に決めた」「最初から草津市に決めていたので、他は検討しなかっ

た」について、草津市への転入の決め手で最も多いのは「通勤・通学時間」で 61.9%、次いで「住宅価

格、家賃、広さ」「買い物等生活の利便性」がそれぞれ 32.1%、「交通の利便性が高い」が 29.8%などと

なっています。 

  

32.1 

17.9 

61.9 

20.2 

32.1 

6.0 

3.6 

8.3 

0.0 

1.2 

1.2 

1.2 

4.8 

3.6 

3.6 

6.0 

7.1 

29.8 

4.8 

2.4 

0 20 40 60 80

住宅価格、家賃、広さ

住宅物件が豊富

通勤・通学時間

街並みや街の雰囲気

買い物等生活の利便性

公園・自然環境

医療・福祉

子育て環境

保育園等の整備状況

教育環境

文化・芸術活動

スポーツ環境

治安

道路などの都市基盤

自然災害の少なさ

知り合いや友人がいる

親や子どもの家に近い

交通の利便性が高い

働く場所が多い

その他

（%）
草津市への転入の決め手（n=84）
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３．将来の定住意向等について 

（１）居住年数の意向 

 

 

「永住予定」が 13.8%、「3年」が 3.9%などとなっ

ています。 

一方、「未定」が 55.2%と最も多くなっています。 

 

（２）今後草津市に期待すること 

 

 

「住み心地の良い住環境の充実」が 30.9%と最も多く、次いで「医療・福祉サービスの充実」が 13.3%、

「防災・防犯対策の充実」が 7.7%などとなっています。 

  

1年以内

2.2%

2年

1.1%

3年

3.9%
4年

2.2% 5年

1.1%

10年

1.1%

永住予定

13.8%

未定

55.2%

不明・

無回答

19.3%

居住年数の意向（n=181）

5.5 

6.6 

13.3 

7.7 

5.5 

1.7 

30.9 

3.3 

25.4 

0 10 20 30 40

子どもたちの教育環境の充実

子育てサポートの充実

医療・福祉サービスの充実

防災・防犯対策の充実

豊かな自然と環境の保全

市民同士の交流や

地域活動の充実

住み心地の良い住環境の充実

その他

不明・無回答

（%）
今後草津市に期待すること（n=181）
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（３）これからの草津市のまちづくりについてのアイデア・意見 

 

自由記述による意見の一部を紹介します（一部、文を訂正・抜粋）。 

 

【まちづくりについて】 

・ 昔に比べて町が寂しくなった。街の中から活性化していってほしい。 

・ 若い方が多い街だと思うので、若者に寄りそった街になっていってほしい。 

 

【子育てについて】 

・ 安心して子育てできる環境を整えてほしい。 

・ 子どもが集まるイベントを増やしてほしい。 

 

【商業について】 

・ 24時間営業の 100円ローソンを誘致してほしい。一人で入ってもよい定食屋を増やしてほしい。 

・ 大型店より小さな店が頑張れるようになってほしい。 

 

【医療・福祉について】 

・ 定期的ながん検診をしてほしい。 

・ がん検診無料化をお願いしたい。 

・ 高齢者低所得者向けの住宅を希望する。1人暮らしで年金生活者になった時、不安である。 

 

【道路・交通について】 

・ 道路の整備拡張をお願いしたい。 

・ 車がなくても住みよい町にしてほしい。 

 

【安心・安全について】 

・ 治安の安定をお願いしたい。 

・ 南草津駅の近くで、バイクの音がうるさいのでもっと取り締まってほしい 

 

【環境について】 

・ せめて家の周りでの草、ゴミ等の徹底自己管理の義務付けをお願いしたい。 

・ ゴミ袋の支給枚数を増やしてほしい。 

・ 指定ゴミ袋の販売価格（1枚 110円）が高いため、もっと安くしてほしい。 

 

【行政について】 

・ ふるさと納税の返礼品にイオンや Aスクエアで使える商品券を望む。 

・ 市役所以外でも住民票や戸籍を発行できるようにしてほしい。 
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転入者アンケート調査  調査票  
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